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今年度要求のポイント

(単位　千円)

マスタープラン
３つの挑戦

歴史文化
マスタープラン

施策番号
2

区分
重点
－

事業期間 　H１９　～　H　　

平成24年度決算額

1 局・課名 文化観光局・文化財課

93,14254,92460,867

事業目的

事業内容

整理番号 08 - 028

世界文化遺産登録推進事業関連事業

事 業 名 百舌鳥古墳群保存活用事業

事 業 費

2,504

平成１９年度より国史跡指定の追加及び
名称変更のための古墳の範囲確認調査

史跡指定をうけ、公有化準備と継続的な史
跡内容確認調査

【経過（～25年度）】 【26年度】

・史跡の保存管理の在り方の検討を進めるための保存管理計画を策定する。策
定にあたり必要な「保存整備委員会」を運営する。
・史跡乳岡古墳の追加指定部分並びに御廟表塚古墳の公有化を図る。
・範囲確認調査としてニサンザイ古墳の発掘調査を継続的に実施する。
・史跡の内容確認調査として「史跡乳岡古墳」の発掘調査を実施する。
・調査報告書は「百舌鳥古墳群の調査８」孫太夫山古墳・銅亀山古墳の成果
・「百舌鳥古墳群の調査９」ニサンザイ古墳（１３次・１４次の成果）
・百舌鳥古墳群の価値と意義を内外に発信するための講演会（第５回百舌鳥古
墳群講演会）を開催し、市民や関係機関の理解を深める。

保存管理計画策定費用

58,691 賃金・需用費・委託料等

内容・積算等25年度予算

38,841

史跡公有化準備費用

主な要求内容 （単位：千円）

百舌鳥古墳群調査費用

報償費・印刷製本費・会場借り上げ等1,606講演会開催費用

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

・保存管理計画策定の必要経費を計上した。また、国史跡の追加指定、名称変更に伴い史
跡の公有化事業を進める。平成２７年度国庫補助金を受け、御廟表塚、乳岡古墳の公有化
を実施するための準備予算を計上した。継続的な調査費用及び市民意識向上を目的とした
講演会費用を計上した。

6,657 保存管理計画策定支援業務委託料等

12,100 25,816 測量委託料等

54,924

372その他 530

公有化事業、整備、継続的な史跡内容確認調
査並びに公開事業の実施

【今後（27年度～）】

その他　特記事項

旅費・通信運搬費等

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 93,142

・現存する４４基を、市が主体的に調査し、保存・整備に至る取り組みを行
う。（但し、宮内庁分は除く）　平成２５年７月に史跡の名称変更と追加指定
の意見具申を行い、平成１９年度からの取り組みの一区切りを迎えた。今後
は、追加指定を継続するとともに史跡の保存管理の在り方の検討や史跡の内容
確認調査を実施し、世界文化遺産登録の一助としたい。
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